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三
鷹
市
長

今
も
人
々
を
惹
き
つ
け
る

　
　
　
太
宰
治
の
三
鷹
時
代

第34回太宰治賞贈呈式にて受賞者の
錦見映理子さんとともに

6
月
は
、
太
宰
治
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
亡
く
な
っ
た
月
で

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
今
、Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
南
口
の
三
鷹
コ
ラ
ル

5
階
に
あ
る「
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」に
お
い
て
、『
太

宰
治 

三
鷹
と
と
も
に
―
太
宰
治
没
後
70
年
』と
題
し
た
特

別
展
を
開
催
中
で
す（
上
記
）。

特
別
展
で
は
、
執
筆
の
際
に
愛
用
し
た
ラ
ン
プ
の
ほ
か
、

太
宰
治
が
三
鷹
で
家
族
と
と
も
に
過
ご
し
た
時
代
の
大
変

貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
鷹
市
は
㈱
筑
摩
書
房
と
の
共
催
で
、「
太
宰
治
没
後

50
年
」を
記
念
し
て
20
年
前
に「
太
宰
治
賞
」を
復
活
し
ま
し

た
。
新
人
文
学
賞
と
し
て
文
学
界
に
お
け
る
評
価
も
高
く
、

こ
れ
ま
で
芥
川
賞
な
ど
を
受
賞
す
る
素
晴
ら
し
い
作
家
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。太
宰
治
賞
の
第
1
回
は
受
賞
者
が
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
質
1
人
目
の
受
賞
者
と
な
っ
た
の

は
三
鷹
市
在
住
の
吉
村
昭
で
し
た
。
第
34
回
の
今
年
は
、6

月
12
日
に
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た（
写
真
）。

ま
た
、
10
年
前
に
は「
太
宰
治
没
後
60
年
・
生
誕
１
０
０

年
」を
記
念
し
て
、
三
鷹
駅
前
の
太
宰
治
が
通
っ
た
酒
屋
の

跡
地
に
、「
太
宰
治
文
学
サ
ロ
ン
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。
小

さ
な
サ
ロ
ン
で
す
が
、
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
解

説
が
と
て
も
好
評
で
す
。貴
重
な
資
料
に
よ
る
企
画
展
示
と

と
も
に
、
折
々
に
朗
読
会
な
ど
も
催
さ
れ
て
い
ま
す
。（
公
財
）

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
財
団
で
も
太
宰
治
作
品
の
朗
読

会
を
催
す
な
ど
、「
太
宰
が
生
き
た
ま
ち
三
鷹
」の
取
り
組

み
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

5
月
に
は
、「
三
鷹
市
ゆ
か
り
の
文
学
者
顕
彰
事
業
検

討
会
議
」が
発
足
し
て
、
山
本
有
三
、
津
村
節
子
、
神
沢
利

子
を
は
じ
め
と
す
る
三
鷹
市
ゆ
か
り
の
文
学
者
の
顕
彰
の

在
り
方
、「
太
宰
治
記
念
文
学
館（
仮
称
）」や「
吉
村
昭
書
斎

（
仮
称
）」の
適
切
な
整
備
に
向
け
て
の
検
討
を
始
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
三
鷹
市
で
は
、太
宰
治
や
山
本
有
三
を
は
じ
め
と

す
る
三
鷹
市
ゆ
か
り
の
文
学
者
顕
彰
事
業
に
ご
寄
付
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
方
式
で
お
手
軽
に
ご
寄
付
を
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
6
月
、太
宰
治
を
し
の
び
、そ
の
文
学
と
い
ま
一
度
出

会
い
直
し
て
く
だ
さ
い
。
三
鷹
市
ゆ
か
り
の
文
学
者
と
の
出

会
い
が
皆
様
の
心
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

市長コラム

ケーブルテレビの広報番組「み
る・みる・三鷹」では「市長のひ
とことコーナー」を放送してい
ます（放送時間は12面参照）。

市長の　　　　 コーナーひと
　こと
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平成30年度特別展

●	みたか観光案内所
　市の観光案内所。太宰治の関連
グッズや太宰人形焼（写真）など、
各種おみやげも販売しています。
開館時間
　午前９時～午後６時
休館日
　火曜日、
　年末年始

❹	太宰治文学サロン
　太宰が通った酒店「伊勢元」跡地に立つビルの１階にあり、
太宰関連の貴重な資料を展示しています。ガイドボランティ
ア（午前10時30分～午後4時30分）が常駐し、土・日曜日・休
日は、ご要望に応じて三鷹駅周辺の太宰ゆかりの場所へ案内
します。
開館時間　午前10時～午
後5時30分（入館無料）
休館日　月曜日、年末年始

❾	陸橋（三鷹電車庫跨線橋）
　昭和4（1929）年竣工。太宰のお
気に入りの場
所で、橋を渡
る写真が残っ
ています。

❻	みたか井心亭（純和風文化施設）
　太宰治旧宅にあった百

さるすべり

日紅
が庭に移植されています。
開館時間　午前９時～午後９
時30分
休館日　月曜日、年末年始
※�6月28日㈭～10月31日㈬は休館します（11面
参照）が、百日紅は道路からご覧いただけます。

❽	禅林寺・太宰治の墓
　小説『花吹雪』の中で禅
林寺にある森鷗外の墓
に触れている太宰。没後
は鷗外の墓の近くに葬ら
れ、生誕の日でもある6
月19日の「桜桃忌」には、
墓所に毎年多くのファン
が訪れます。

❶三鷹市美術ギャラリー
⬇ （3分）
❷野川家跡（仕事場）※
⬇ （1分）
❸小料理屋  千草跡（仕事場）※
⬇ （2分）
❹太宰治文学サロン※
⬇ （8分）
❺太宰治旧宅跡
❻みたか井心亭※
⬇ （8分）
❼連雀湯跡※
　（太宰一家が通った銭湯）
　 （15分）
❽禅林寺・太宰治の墓
⬇ （20分）
❾陸橋（三鷹電車庫跨線橋）※
⬇ （8分）
❿中鉢家跡（仕事場）※
⬇ （2分）
⓫うなぎ若松屋跡※
　（なじみの屋台）
　 （2分）
⓬田辺肉店離れ跡（仕事場）※
⓭太宰横丁※
　（太宰が通った飲食店街）
※は太宰治「ゆかりの案内板」あり。

太
宰
治

没
後
70
年

　
太
宰
治
は
昭
和
14（
１
９
３
９
）年
か
ら
23（
１
９
４
８
）年
ま

で
、
疎
開
期
間
を
除
く
約
7
年
半
を
三
鷹
で
暮
ら
し
、『
走
れ
メ

ロ
ス
』や『
斜
陽
』『
人
間
失
格
』な
ど
、
後
世
ま
で
読
み
継
が
れ
る

代
表
作
を
執
筆
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
三
鷹
市
ゆ
か
り
の
文
学
者
の
顕
彰
事
業
や
文
学
施

設
の
整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
太
宰
治
没
後
70
年

に
当
た
る
今
年
は
、
三
鷹
時
代
の
太
宰
に
焦
点
を
当
て
た
特
別

展
を
開
催
し
ま
す（
左
記
）。
こ
れ
を
機
に
太
宰
ゆ
か
り
の
場
所
を

巡
り
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

芸
術
文
化
課
☎
内
線
２
９
１
２

所用時間　約2.5時間

特別展
開催中！

三鷹市にゆかりの深い文学者の顕彰に関するクラウドファンディングを実施しています（2面参照）

市、（公財）三鷹市スポーツと文化財団
６月16日～7月16日㈷午前10時～午後8時

（入館は7時30分まで）　※月曜日休館（7月16日は開館）。
三鷹市美術ギャラリー
500円　※�中学生以下、障害者手帳をお持ちの方などは無料。
期間中会場へ
山本有三記念館☎42-6233

　太宰が描いた彩り鮮やかな油
絵『久富君像』や門外不出のマント
「二重廻し」、珠玉の作品を生み出
した愛用の万年筆など、貴重な資
料を展示するほか、太宰の仕事部
屋の趣を感じられる即席ミニ書斎
もご覧いただけます。

6月16日〜
7月16日

撮影：林忠彦

「太宰治 三鷹とともに ―太宰治没後70年」


